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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【発行日】平成29年8月24日(2017.8.24)
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【手続補正書】
【提出日】平成29年7月10日(2017.7.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　ワイヤレスドッキーにおいて、ワイヤレスドッキングセンタ(WDC)と接続する前の、前
記ワイヤレスドッキーと前記WDCとの間の事前関連付け発見の間に、前記WDCと通信してい
る周辺デバイスのベンダ特有の特徴を識別する特徴識別子を受信するステップであって、
前記ベンダ特有の特徴が前記周辺デバイスの機能に対応し、かつ一般的特徴とは異なる、
ステップと、
　前記ワイヤレスドッキーによって、前記ワイヤレスドッキーが前記ベンダ特有の特徴と
互換性があることを判定するステップと、
　前記ワイヤレスドッキーが前記ベンダ特有の特徴と互換性があることを判定したことに
少なくとも部分的に基づいて、前記WDCとの接続を確立するステップと、
　前記ベンダ特有の特徴に関連する少なくとも1つの手順を識別するサービス記述を受信
するステップと、
　前記サービス記述に従って前記ベンダ特有の特徴にアクセスすることを可能にするステ
ップと
を含む方法。
【請求項２】
　前記事前関連付け発見の間に、前記特徴識別子と、前記ベンダ特有の特徴に関連するベ
ンダを識別するベンダ識別子とを受信するステップ
をさらに含む請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記ベンダ識別子が前記ベンダの組織一意識別子(OUI)を含む請求項2に記載の方法。
【請求項４】
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　前記ベンダ識別子および前記特徴識別子が拡張マークアップ言語(XML)フォーマットで
受信される請求項2に記載の方法。
【請求項５】
　前記サービス記述がユニバーサルプラグアンドプレイ(UPnP)サービス記述を含む請求項
1に記載の方法。
【請求項６】
　前記ベンダ特有の特徴に関連する前記少なくとも1つの手順が、ベンダ特有のデータタ
イプに基づく請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　前記ベンダ特有の特徴に関連する前記少なくとも1つの手順が、前記少なくとも1つの手
順に関連するベンダを識別するパラメータを含む請求項1に記載の方法。
【請求項８】
　前記ベンダが組織一意識別子(OUI)によって識別される請求項7に記載の方法。
【請求項９】
　前記サービス記述の部分として、ベンダ特有のデータタイプに基づく前記ベンダ特有の
特徴に関連する手順を受信するステップ
をさらに含む請求項1に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ワイヤレスドッキーによって、前記ベンダ特有のデータタイプを定義するスキーマ
にアクセスするステップをさらに含み、
　前記ベンダ特有の特徴にアクセスすることを可能にするステップが、前記サービス記述
と、前記ベンダ特有のデータタイプを定義する前記スキーマとに従って、前記ベンダ特有
の特徴にアクセスすることを可能にするステップを含む、請求項9に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ベンダ特有のデータタイプが、拡張マークアップ言語(XML)を使用して定義される
請求項10に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ベンダ特有のデータタイプが、一般的要素およびベンダ特有の要素を含むように定
義される請求項10に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ベンダ特有のデータタイプが、ベンダ識別子を含むように定義される請求項10に記
載の方法。
【請求項１４】
　前記ベンダ識別子がベンダの組織一意識別子(OUI)である請求項13に記載の方法。
【請求項１５】
　前記スキーマに基づいてユニバーサルプラグアンドプレイ(UPnP)パケットを生成するス
テップ
をさらに含む請求項10に記載の方法。
【請求項１６】
　前記UPnPパケットが、前記ベンダ特有の特徴にアクセスするために使用される請求項15
に記載の方法。
【請求項１７】
　前記ワイヤレスドッキーによってサポートされるベンダ特有の特徴のセットを、前記WD
Cによってサポートされるベンダ特有の特徴のセットと比較して、前記ワイヤレスドッキ
ーと前記WDCの両方によってサポートされるベンダ特有の周辺デバイス特徴のセットを決
定するステップ
をさらに含む請求項1に記載の方法。
【請求項１８】
　ワイヤレス通信のためのワイヤレスドッキーであって、
　少なくとも1つのプロセッサと、
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　前記少なくとも1つのプロセッサに結合されたメモリと、
　　ワイヤレスドッキングセンタ(WDC)と接続する前の、前記ワイヤレスドッキーと前記W
DCとの間の事前関連付け発見の間に、前記WDCと通信している周辺デバイスのベンダ特有
の特徴を識別する特徴識別子を受信することであって、前記ベンダ特有の特徴が前記周辺
デバイスの機能に対応し、かつ前記周辺デバイスの一般的特徴とは異なる、こと、および
　　前記ベンダ特有の特徴に関連する少なくとも1つの手順を識別するサービス記述を受
信し、前記メモリ内に記憶すること
　を行うための受信機と、
　前記ワイヤレスドッキーが前記ベンダ特有の特徴と互換性があることを判定する発見モ
ジュールと、
　前記ワイヤレスドッキーが前記ベンダ特有の特徴と互換性があることを判定したことに
少なくとも部分的に基づいて前記WDCとの接続を確立すること、および前記WDCを介して前
記周辺デバイスにアクセス要求を送信し、前記サービス記述に従って前記ベンダ特有の特
徴にアクセスすることとを行うための送信機と
を備えるワイヤレスドッキー。
【請求項１９】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　ワイヤレスドッキーと接続する前の、前記ワイヤレスドッキーとワイヤレスドッキング
センタ(WDC)との間の事前関連付け発見の間に、前記WDCと通信している周辺デバイスのベ
ンダ特有の特徴を識別する特徴識別子を前記WDCから通信するステップであって、前記ベ
ンダ特有の特徴が前記周辺デバイスの機能に対応し、かつ前記周辺デバイスの一般的特徴
とは異なる、ステップと、
　前記ワイヤレスドッキーが前記ベンダ特有の特徴と互換性があるとの判定に少なくとも
部分的に基づいて、ベンダ特有のデータタイプと、前記ベンダ特有の特徴に関連する少な
くとも1つの手順とを識別するサービス記述を送信するステップと、
　前記サービス記述に従う、前記ベンダ特有の特徴に対するアクセスを容易にするステッ
プと
を含む方法。
【請求項２０】
　前記事前関連付け発見の間に、前記特徴識別子と、前記ベンダ特有の特徴に関連するベ
ンダを識別するベンダ識別子とを通信するステップ
をさらに含む請求項19に記載の方法。
【請求項２１】
　前記ベンダ識別子が前記ベンダの組織一意識別子(OUI)を含む請求項20に記載の方法。
【請求項２２】
　前記ベンダ識別子および前記特徴識別子が拡張マークアップ言語(XML)フォーマットで
受信される請求項20に記載の方法。
【請求項２３】
　前記サービス記述がユニバーサルプラグアンドプレイ(UPnP)サービス記述を含む請求項
19に記載の方法。
【請求項２４】
　前記ベンダ特有の特徴に関連する前記少なくとも1つの手順が、前記ベンダ特有のデー
タタイプに基づく請求項19に記載の方法。
【請求項２５】
　前記ベンダ特有の特徴に関連する前記少なくとも1つの手順が、前記少なくとも1つの手
順に関連するベンダを識別するパラメータを含む請求項19に記載の方法。
【請求項２６】
　前記ベンダが組織一意識別子(OUI)によって識別される請求項25に記載の方法。
【請求項２７】
　ワイヤレス通信のためのワイヤレスドッキングセンタ(WCD)であって、
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　少なくとも1つのプロセッサと、
　前記少なくとも1つのプロセッサに結合されたメモリと、
　　ワイヤレスドッキーと接続する前の、前記ワイヤレスドッキーとワイヤレスドッキン
グセンタ(WDC)との間の事前関連付け発見の間に、前記WDCと通信している周辺デバイスの
ベンダ特有の特徴を前記WDCから通信することであって、前記ベンダ特有の特徴が前記周
辺デバイスの機能に対応し、かつ前記周辺デバイスの一般的特徴とは異なることと、
　　前記ワイヤレスドッキーが前記ベンダ特有の特徴と互換性があるとの判定に少なくと
も部分的に基づいて、ベンダ特有のデータタイプと、前記ベンダ特有の特徴に関連する少
なくとも1つの手順とを識別するサービス記述を送信することと
　を行うための送信機と
を備える装置。
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